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町からのお知らせ

  
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制
度
の

ご
案
内

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ 

っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
納
付

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、特
別
支
援
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業

年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
）
等
に

在
学
す
る
学
生
で
、
本
人
の
前
年

所
得
が
次
の
計
算
式
に
よ
る
額
以 

下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

平
成
29
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
30
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方

は
、
学
生
納
付
特
例
申
請
書
（
は

が
き
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い

る
方
は
、
こ
の
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
し
返
送
す
る
こ
と
で
、

平
成
30
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す

（
こ
の
場
合
、
在
学
証
明
書
又
は

学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
）

　

な
お
、
平
成
30
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
佐 

賀
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
平
成
30
年
３
月
か
ら
、
年
金
の

届
出
・
申
請
に
つ
い
て
も
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。
手
続
き
の
際
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
身
元
が
確
認

で
き
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

※
問
合
せ
先

・
佐
賀
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
５
２

－

３
１

－

４
１
９
１

・
住
民
課　

保
険
年
金
係

　

☎
９
２

－

７
９
３
４

  

第
三
者
行
為
で
ケ
ガ
や
病
気
を
し
た
と
き
は
届
出
を
！

　

交
通
事
故
、
ス
キ
ー
場
で
の
事
故
、

暴
力
行
為
、
飲
食
店
で
の
食
中
毒
な

ど
、
突
然
の
事
故
等
で
ケ
ガ
や
病
気
に

見
舞
わ
れ
た
場
合
で
も
、
健
康
保
険
証

を
使
っ
て
受
診
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
そ
の
ケ
ガ
や
病
気
が
第

三
者
か
ら
受
け
た
行
為
が
原
因
で
あ
る

場
合
、
治
療
費
等
の
損
害
は
、
法
的
に

加
害
者
が
負
担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　

健
康
保
険
で
受
診
し
た
場
合
、
必
ず

保
険
者
（
役
場
）
ま
で
「
第
三
者
に
よ

る
傷
病
届
」の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

傷
病
届
を
す
ぐ
に
提
出
で
き
な
い
と
き

は
、
取
り
急
ぎ
事
故
等
の
状
況
を
電
話

等
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
後
日
、
で 

き
る
だ
け
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
保
険
者
に
届
け
出
る
前
に
、
加
害
者

と
示
談
を
し
て
し
ま
う
と
、
保
険
者

が
加
害
者
に
医
療
費
を
請
求
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
保
険
者
へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い

※
問
合
せ
先

　

住
民
課　

保
険
年
金
係

　

☎
９
２

－

７
９
３
４

  

森
林
環
境
税
の
課
税
期
間
が
平
成
34
年
度
ま
で 

延
長
さ
れ
ま
し
た

　

森
林
環
境
税
は
、
水
源
の
か
ん
養
や

山
地
被
害
の
防
止
な
ど
公
益
的
な
役
割

を
も
つ
大
切
な
森
林
を
守
り
育
て
て
い

く
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

▽
税
額

・
個
人
…
年
額
５
０
０
円
（
個
人
県
民 

税
均
等
割
額
１
，０
０
０
円
に
加
算
。

復
興
特
別
税
５
０
０
円
を
含
め
る
と

合
計
額
２
，
０
０
０
円
）

・
法
人
…
法
人
県
民
税
均
等
割
額
の

５
％
相
当
額
（
年
額
）

▽
課
税
期
間

・
個
人
…
平
成
20
年
度
～
平
成
34
年
度

・
法
人
…
平
成
20
年
４
月
１
日
～
平
成

35
年
３
月
31
日
の
間
に
開
始
す
る
事

業
年
度
分

※
問
合
せ
先

・
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と　

　

佐
賀
県　

税
政
課　

 
　

☎
０
９
５
２

－

２
５

－

７
０
２
１

・
税
の
使
い
道
、
事
業
に
関
す
る
こ
と

　

佐
賀
県　

森
林
整
備
課　
　
　

　

☎
０
９
５
２

－

２
５

－

７
１
３
４

  

４
月
か
ら
特
別
児
童

扶
養
手
当
及
び
特
別
障

害
者
手
当
等
の
手
当
額

が
変
更
に
な
り
ま
す

　

平
成
29
年
全
国
消
費
者
物
価
指

数
の
実
績
値
の
結
果
を
踏
ま
え
、

平
成
30
年
度
の
特
別
児
童
扶
養
手

当
及
び
特
別
障
害
者
手
当
等
の
手

当
額
に
つ
い
て
は
、
左
表
の
と
お

り
、　

％
の
引
上
げ
と
な
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

　

☎
９
２

－

７
９
６
４

平成 29 年度
（月額）

平成 30 年度
（月額）

特別児童扶養手当
１級 51,450 円 51,700 円

特別児童扶養手当
２級 34,270 円 34,430 円

特別障害者手当 26,810 円 26,940 円

障害児福祉手当 14,580 円 14,650 円

▽
制
度
適
用
条
件
所
得
の
目
安

　

１
１
８
万
円
＋

　
（
扶
養
親
族
等
の
数
×

38
万
円
）

。

。

0.5

、
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町からのお知らせ

  
介
護
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

介
護
保
険
料
は
法
律
の
定
め
に
よ

り
、
40
～
64
歳
ま
で
は
加
入
し
て
い

る
医
療
保
険
料
と
合
わ
せ
て
納
め
ま

す
が
、
65
歳
に
な
る
と
個
人
ご
と
に 

市
町
村（
鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組 

合
）へ
納
め
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

　

納
め
方
は
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
）
が
原
則
で
す
が
、
65
歳
に
な
ら

れ
た
ば
か
り
の
方
や
年
金
が
年
額
18 

万
円
未
満
の
方
な
ど
は
普
通
徴
収（
納 

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）で
納
め
ま
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
も
未
納
の
状
況
が

続
き
ま
す
と
給
付
制
限(

利
用
者
負

担
が
1
割
か
ら
3
割
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
等)

が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
介
護
保
険
料
は
納
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

▽
納
期
限
の
設
定
に
つ
い
て

納
期
限
は
、
原
則
、
各
納
期
月
の

月
末
で
す
が
、
月
末
が
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
場
合
は
、
翌
月
最
初

の
金
融
機
関
営
業
日
と
な
り
ま
す

こ
の
こ
と
か
ら
、
同
じ
月
（
月
初

め
と
月
末
）
に
２
回
納
付
と
な
る

月
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
12
月
は

25
日
が
納
期
限
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
申
込
み
・
問
合
せ
先

・
鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合　

介
護
保
険
料
係

☎
８
５

－
３
６
３
７

・
健
康
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

☎
９
２

－

７
９
６
４

  

柔
道
整
復
師
等
の
施
術
に
か
か
る
療
養
費
に
つ
い
て

　

柔
道
整
復
師
等
に
か
か
る
と
き
、

次
の
場
合
の
み
健
康
保
険
を
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
柔
道
整
復
師
の
施
術

整
骨
院
や
接
骨
院
で
骨
折
、脱
臼
、

打
撲
及
び
捻
挫（
肉
離
れ
を
含
む
）

の
施
術
を
受
け
た
と
き

※
骨
折
及
び
脱
臼
に
つ
い
て
は
緊
急

の
場
合
を
除
き
、
あ
ら
か
じ
め
医

師
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要

▽
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術

神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
頸け
い
わ
ん腕

症
候

群
、
五
十
肩
、
腰
痛
症
及
び
頸け
い
つ
い椎

捻
挫
後
遺
症
等
の
慢
性
的
な
疼
痛

を
主
症
と
す
る
疾
患
の
治
療
を
受

け
た
と
き

※
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
発
行
し
た
同

意
書
又
は
診
断
書
が
必
要

▽
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術

筋
麻
痺
や
関
節
拘
縮
等
で
あ
っ
て

医
療
上
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要
と
す 

る
症
例
に
つ
い
て
施
術
を
受
け
た
と
き

※
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
発
行
し
た
同

意
書
又
は
診
断
書
が
必
要

▽
治
療
を
受
け
る
と
き
の
注
意

・
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療
所

な
ど
）
で
同
じ
負
傷
等
の
治
療
中

は
、
施
術
を
受
け
て
も
保
険
等
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

・
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
支
給
申
請

書
の
患
者
記
入
欄
に
は
内
容
を
確 

認
の
上
、
署
名
を
し
、
必
ず
領
収

証
を
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

※
問
合
せ
先

　

住
民
課　

保
険
年
金
係

　

☎
９
２

－

７
９
３
４

納期 納期限及び口座振替日

１期（６月） ７月２日（月）

２期（７月） ７月 31 日（火）

３期（８月） ８月 31 日（金）

４期（９月） 10 月１日（月）

５期（10 月） 10 月 31 日（水）

６期（11 月） 11 月 30 日（金）

７期（12 月） 12 月 25 日（火）

８期（１月） 平成 31 年１月 31 日（木）

９期（２月） 平成 31 年２月 28 日（木）

10 期（３月） 平成 31 年４月１日（月）

  
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座  

受
講
生
募
集
！

　

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
町
内

で
行
わ
れ
て
い
る
介
護
予
防
活
動
を

支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行 

っ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
で
き
る
体
操

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
健
康
づ
く
り

に
役
立
つ
知
識
等
を
学
び
、
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
元
気
に
活
動

し
て
み
ま
せ
ん
か
？（
受
講
料
無
料
）

▽
募
集
人
数　

20
人

▽
日
時

５
月
18
日
・
25
日
、
６
月
1
日
・

8
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
・
７

月
6
日
（
全
８
回
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

基
山
町
福
祉
交
流
館

　
　
　
　

１
階　

大
会
議
室

▽
対
象
者

介
護
予
防
に
関
心
が
あ
り
、
そ
の

普
及
・
啓
発
に
協
力
い
た
だ
け
る 

方
で
、で
き
る
限
り
全
受
講
可
能
な
方

▽
講
座
内
容　

講
義
・
運
動
実
技

▽
申
込
み
締
切
日  

５
月
２
日
（
水
）

※
こ
の
講
座
は
健
康
ポ
イ
ン
ト
の 

　

対
象
で
す
。

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　

☎
９
２

－

７
９
６
４

▽介護保険料の納期限及び口座振替日

※介護保険は、介護が必要となった時の
不安や負担を、社会全体でささえあう制
度です。ご本人や家族のため、介護保険
運営の大切な財源である介護保険料の納
付にご協力ください。

。

。

※
療
養
費
申
請
の
変
更
に
つ
い
て

４
月
１
日
か
ら
靴
型
装
具
の
療
養

費
申
請
に
お
い
て
、装
具
写
真
（
患

者
が
実
際
に
装
着
す
る
現
物
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
）
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。


